
「モビリティ・マネジメント力」の育成

富山市モビリティ・マネジメント教育推進事業について
～”くしとだんごのまちづくり“を核とした富山版ＭＭ教育学習プログラム～

【目的】
小学生３～6年生を対象に、交通と環境に関する意識の醸成を促すため、
富山市版交通環境学習プログラムを確立し、具体的な交通環境学習を実
施するとともに、保護者を含めた市民に対し、啓発活動を展開することで、
公共交通の利用促進を目指す総合的なモビリティマネジメント施策「富山
市モビリティ・マネジメント教育推進事業」を実施
（交通エコロジー・モビリティ財団の支援を活用）

【内容】
①交通環境学習プログラムの企画・実施
②教科書・副読本への掲載
③教員向けMM教育公開授業の開催
④富山市モビリティ・マネジメント教育推進協議会の開催

◆新たな交通環境の創出～モビリティ・マネジメント～ ◆富山市ＭＭ教育推進事業の考え方 平成23年度 実施学習プログラムの内容

平成24年度 実施学習プログラムの内容

一人ひとりが交通手段をかしこく選択できるようなコミュニケーション施策
（モビリティ・マネジメント）を展開し、公共交通のさらなる利用促進を図る

未来に向けた交通環境の創出

市民が守り・育てていく公共交通へ

◆富山市モビリティ・マネジメント教育推進事業

車を利用する以前の児童に問題点を認識さ

せ、かしこくつきあう方法を身につけさせる

くしとおだんごのまちづくりの理解を通して、
公共交通利用促進を目指す

くしとおだんごのまちづくり－ポートラムを知ろう－ 平成24年5月29日

学習プログラム実施の風景（座学・乗車体験） 平成24年5月29日・30日

「くしとおだんごのまちづくり」学習プログラム
（平成24年5月29日（火）・30日（水）実施）

○1日目 5月29日（火） 3年生・2クラス

○2日目 5月30日（水）

（パワーポイント説明資料抜粋）
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実施小学校 学習プログラム名 学年 教科 実施日

富山市立五福小
学校

「くしとおだんごのまちづくり」
＊富山市職員による実施

3年生
(2クラス）

社会、総合的
学習

（出前授業）

平成23年12月
1日（木）

「富山の交通とくらし」
＊玉川大学教授による実施

4年生
（1クラス）

社会
平成24年2月
17日（金）

実施小学校 学習プログラム名 学年 教科 実施日

富山市立五福
小学校

「くしとおだんごのまちづくり」
3年生
（2クラス）

社会
平成24年5月29日
（火）・30日（水）

富山市立東部
小学校

「おでかけ定期券って何だろ
う？」（案）

4年生
（1クラス）

総合的学習 平成24年10月頃

富山市立速星
小学校

「富山の交通とくらし」（案）
4年生
（4クラス）

社会 平成25年1月頃

富山市立五福
小学校

「くしとおだんごのまちづくり」
6年生
（2クラス）

社会 平成24年12月頃

学習の流れ 時間配分 実施内容

座学

3分 児童集合・開会あいさつ

20分 くしとおだんごのまちづくり－ポートラムを知ろう－ＰＰ説明

12分 意見交換

10分 調べたいこと・確認したいこと・聞きたいことをまとめる

学習の流れ 時間配分 実施内容

城川原駅へ移動 30分 城川原駅へ貸し切りバスで移動

ポートラム乗車体験
車両基地見学

42分 車両基地見学→電停説明→トイレ休憩

15分 城川原駅から富山駅北までポートラムで移動

富山駅北へ移動 20分 富山駅北へ貸し切りバスで移動

ポートラム乗車体験
車両基地見学

20分 富山駅北から城川原駅までポートラムで移動

35分 車両基地見学→電停説明→トイレ休憩

ポートラム乗車体験
車両基地見学

15分 電停説明

15分 富山駅北から城川原駅までポートラムで移動

30分 トイレ休憩→車両基地見学

くしとおだんごの
まちづくり３年生

４年生
５年生

６年生

まちの様子を
通じて

福祉
を通じて

環境
を通じて

まちづくり
を通じて

ＭＭ教育版
カレンダー
の作成

副読本への
掲載

富山市 都市整備部
交通政策課

東福 光晴



学習プログラム実施の風景（車両基地見学・電停説明） 平成24年5月30日 新聞記事（富山新聞 Ｈ２４．５．３０）

児童振り返りシート（記載例） （平成２３年１２月１日 実施） 児童への事前事後意識変化アンケート実施結果 （平成２３年１２月１日 実施）
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学習ステップ１：公共交通を好きになる

問１．授業を受けて、バス、電車、ポートラムを好きになりましたか？

学習ステップ２：公共交通を利用したいと思う

問２．授業を受けて、バス、電車、ポートラムに乗りたいと思いましたか？

学習ステップ３：環境や社会のことを考え、公共交通の大切さを理解する

問３．授業を受けて、あなたの住むまちのバス、電車、ポートラムやセントラムは、大切だ
と思いましたか？

項目 件数 割合

とても好きになった 27 55.2%

好きになった 12 24.5%

変わらない 6 12.2%

きらいになった 0 0.0%

すごくきらいになった 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%

項目 件数 割合

とても思う 35 71.5%

思う 5 10.2%

どちらともいえない 5 10.2%

あまり思わない 0 0.0%

思わない 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%

項目 件数 割合

とても思う 31 63.4%

思う 8 16.3%

どちらともいえない 5 10.2%

あまり思わない 1 2.0%

思わない 1 2.0%

わからない 1 2.0%

無回答 2 4.1%

合計 49 100.0%



「富山の交通とくらし」学習プログラムの概要

富山市モビリティ・マネジメント教育推進事業

◆ＭＭ教育推進事業実施スキーム

・交通環境学習プログラム
の企画
・出前授業の実施
・推進協議会との連絡調整
・学校現場との連絡調整
・MM教育の普及・推進

市の役割

・学校教員の連絡調整
・推進協議会・作業部会への
推薦
・MM教育実践校の推薦
・交通環境学習の成果発表
・継続的なMM教育の取組

学校の役割

・交通環境学習プログラ
ムの内容検討
・MM教育実践校の選定
・MM教育普及のための
提案

推進協議会
の役割

タイアップ

普段のクルマの使い方を少し見直して、で

きるだけ電車やバスを使うようにすると、環

境にも良く、健康、ダイエット、そして家計に

とっても得をするようになるということを考え

ていくプロジェクト。モビリティ・マネジメントの

手法を用いた取組

とやまレールライフ・プロジェクト

◆ＭＭ教育推進事業の目指すところ

ＭＭ教育推進事業

■富山版ＭＭ教育の企画・実施

■保護者を含めた市民への啓発

ＭＭ教育推進事業の実施に
より、公共交通の重要性を
認識するとともに、シビックプ
ライドの醸成を図る

最終目標

■富山市モビリティ・マネジメント教育推進協議会

■検討部会

事業に対し、総合的に検討を行う

・事業の進め方の検討
検討内容

・プログラム実施普及のための仕組み
づくりの検討

・市民への啓発活動の検討

教員が主体となって、現場のニーズを反映した検討を
行う

検討内容
・プログラム実施普及のための仕組
みづくりの検討

・学習プログラムの検討

■学習プログラム実施校教員ヒアリング

学習プログラムを実施した教員に、学習プログラムの評
価をいただく

実施日 平成24年2月17日（金）

実施小学校 富山市立五福小学校

実施者 玉川大学 教授 寺本 潔氏

学年 4年生

校時 １時限

教科 社会科

学習場所 富山市立五福小学校

本時のねらい

社会科単元「わたしたちの富山県」の学習の一
部として、富山の交通の現状とその解決策につ
いて仲間と話し合い、バスを中心とした公共交
通のよさに気づくことができる。


